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従業者向け 放課後等デイサービス自己評価表 

 

 

 

 

チェック項目 
はい 

わから 

ない 
いいえ 改善目標・工夫している点等 事業所で決めた改善点・今後に向けて 

環 

境
・
体 

制 

整 

備 

1 

利用定員が発達支

援室等のスペース

との関係で適切で

あるか。 

１１   

・利用定員に対して十分なスペースがあり適切であ

る。 

・指導訓練室等のスペースは十分な広さを確保して

いる。 

・指導訓練室と地域療育等支援センターがあり、活

動によって使い分けることが出来る。 

・十分なスペースが確保されており、活動に合わせ

て使用している。 

・地域療育等支援センターが隣接している為、広く

身体を動かせる場所や、個別課題を行いやすい部

屋があり、スペースは十分ある。 

・活動に応じて利用するスペースを分けている。 

・個室や集団活動ができる訓練室等、活動に合わせ

たスペースが確保されている。畑を利用し、苗の

植え付けや収穫等も行っている。 

複数の指導訓練室等があり、個々や集団の活動、

障がい特性に応じた活動ができる環境となってい

ます。 

 

2 

利用定員やこども

の状態等に対して、

職員の配置数は適

切であるか。 

１１   

・決められた配置数以上の職員が配置されている。 

・適切である。 

・国の基準を満たしている。 

・適切である。 

・国の基準を満たしている。 

・国が定める人員配置の基準を満たしている。 

・上手くまわしていると思う。 

・職員数は、国の基準を満たしている。直接処遇の

職員は、保育士又は児童指導員。 

基準を満たす人員が配置されています。 
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3 

生活空間は、こども

にわかりやすく構

造化された環境に

なっているか。ま

た、事業所の設備等

は、障害の特性に応

じ、バリアフリー化

や情報伝達等、環境

上の配慮が適切に

なされているか。 

１１   

・構造化された環境になっている。また、事業所内

外はバリアフリーとなり、情報伝達には文字やイ

ラストを用いる事で利用者が分かりやすいよう

に配慮している。 

・事業所内はバリアフリーとなっている。 

・利用者が分かりやすいように、イラストや絵カー

ド、写真等を用いて構造化を図っている。 

・イラストや写真を用いて物の位置等をわかりやす

く示している。 

・事業所内は全てバリアフリー化されている。 

・来所後の所作（荷物を置く、連絡帳を出す等）に

合わせた動線に構造化されている。また、全館バ

リアフリーとなっている。 

・事業所内は、全てバリアフリーとなっている。洗

面所やトイレ等にはピクトグラムが、他の訓練室

にも目的が分かるようビジュアルを提示してい

る。 

利用者が、「どう動いたらいいのか」「何をしたら

いいのか」を自ら考え、安心して行動できる環境

を整えています。また、全館バリアフリーとなっ

ています。 

4 

生活空間は、清潔

で、心地よく過ごせ

る環境になってい

るか。また、こども

達の活動に合わせ

た空間になってい

るか。 

１１   

・整理整頓を心掛け、心地良く過ごしてもらえるよ

うにしいている。また、毎日、事業所内と送迎車

の消毒を行っている。 

・毎日、部屋の消毒を行っている。 

・毎日清掃を行い、管内の消毒も実施している。ま

た、環境を整えながら活動に合わせた空間を確保

している。 

・清掃、消毒を毎日行っている。 

・毎日所内を清掃・消毒している。また、地域療育

等支援センターが隣接している為、広く身体を動

かせる場所や、個別課題を行いやすい部屋があ

る。 

・毎日消毒や清掃を行っている。活動に応じて個室

や指導訓練室、支援センター等を使い分けてい

る。 

心地よく過ごせる環境を整えながら、利用者の活

動に合わせた空間を保っています。 
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5 

必要に応じて、こど

もが個別の部屋や

場所を使用するこ

とが認められる環

境になっているか。 
１１   

・利用者の意思を尊重している。 

・必要に応じてこどもが過ごす個室が用意されてい

る。 

・個別課題に取り組む際には。個室を利用している。 

・個室が２ヶ所あり落ち着いて過ごせている。 

・一人になりたい時等、誰もいない部屋で休むこと

ができる。 

・個別課題の他、その子の特性やその日の気分に応

じて個室を使用することができる。 

・いつでも使用出来る環境となっている。 

個室やプレイルーム、隣接している地域療育等支

援センター等、利用者の要望に応えられる環境が

整っています。 

業 

務 

改 

善 

6 

業務改善を進める

ための PDCA サイ

クル（目標設定と振

り返り）に、広く職

員が参画している

か。 

１１   

・ミーティングやチーム会議を用いて、参画できる

体制を取っている。 

・日々のミーティングやチーム会議で情報を共有し

ている。 

・PDCA サイクルに沿ってミーティングやチーム会

議を行い、情報共有している。 

・毎日ミーティングが行われ、十分な話し合いの機

会をもっている。 

・業務等の振り返りを行い、次回に繋げるようにし

ている。 

・会議やミーティングで情報を共有し、話し合いの

場を設けている。 

・チーム会議やミーティングで、情報を共有してい

る。 

PDCA サイクルに沿って、ミーティングや会議を

実施しています。その中で、職員全員が参画でき

る環境を整えています。 
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7 

保護者向け評価表

により、保護者等の

意向等を把握する

機会を設けており、

その内容を業務改

善につなげている

か。 
１１   

・保護者の意見を真摯に受け止めて、業務改善に繋

げている。 

・保護者向けの評価表を基に話し合いを行ってい

る。 

・保護者向け評価表を実施。集計後に改善開削会議

を行い、業務改善につなげている。 

・評価表の集計結果を共有する事により話し合う事

ができている。 

・保護者向け評価表を書いてもらった後に集計し、

この従業者向け評価表を記載している。 

・保護者向け評価表を配布し、集計した後に業務改

善へ向けて全職員で話し合っている。 

・保護者への評価表を実施し、集計を基に改善策検

討会議を実施している。 

保護者の評価表を真摯に受け止め、改善策検討会

議を実施しています。項目毎に改善すべき点につ

いて話し合いをしたので、今後に繋げるようにし

ます。 

 

 

8 

職員の意見等を把

握する機会を設け

ており、その内容を

業務改善につなげ

ているか。 

１１   

・ミーティングやチーム会議を用いて、参画できる

体制を取っている。 

・ミーティング等で話し合われている。 

・ミーティングやチーム会議で意見交換をしなが

ら、業務改善につなげている。 

・毎日のミーティングにより、話し合う機会が設け

られている。 

・業務について、よりよい方法を考えている。しか

し改善に繋がっているかは自信がない。 

・毎日のミーティングやチーム会議では、より良い

支援に向けて職員が活発に意見交換している。 

・毎日のミーティングや、その都度意見を出しなが

ら、改善に繋げている。 

ミーティングや会議等を通して、支援者の意見を

改善に繋げています。 
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9 

第三者による外部

評価を行い、評価結

果を業務改善につ

なげているか。 

９ １ １ 

・コスト面や人材探しが難しい状態なので専門的に

評価する方ではないが、行事参加を通して、職員

の対応や環境等の評価をしてもらい業務改善に

繋げている。 

・近隣保育園等との外部事業でアンケートを実施し

ている。 

・さくらんぼ狩りや栗拾い交流会に参加して頂いた

こども園や小学校にアンケートを実施。評価結果

を基に業務改善につなげている。 

・行われている。 

・交流会できた施設に対してアンケートを実施し、

その中にあった意見を基に見直している。 

・外部へはアンケートを配布し、回答を基に業務改

善に繋げている。 

・今年度は受けてない。 

・近隣の保育園や小学校が交流事業で来訪した際ア

ンケートを配布、その意見を基に業務改善へ繋げ

ている。 

・運転業務が主のため、わからない。 

交流会に参加していただいた保育園やこども園、

小学校へアンケートを配布して評価をしていただ

きました。次年度も外部評価に繋がる内容を検討

します。 

 

適
切
な
支
援
の
提
供 

10 

職員の資質の向上

を図るために、研修

を受講する機会や

法人内等で研修を

開催する機会が確

保されているか。 １１   

・事業所内研修や Web 研修を含んだ外部研修に参加

している。 

・外部や内部研修に参加している。 

・内部研修のほか、外部研修にも参加している。 

・確保されている。 

・外部研修や Web 研修に参加したり、組合内で職

員研修などを行っている。 

・外部研修に参加し、それをもとに内部研修を行っ

ている。 

・内部研修も含め、外部研修等参加出来る環境は確

保されている。 

内部研修を含め、全支援者が研修に参加していま

す。今後も研修に参加しながら支援者のスキルア

ップを目指します。 
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11 

適切に支援プログ

ラムが作成、公表さ

れているか。 

３ １ ７ 

・現在作成中で、３月までに完成させて公表する。 

・支援プログラムが作成されている。 

・3 月に完成予定である。 

・作成中である。 

・現在来年度に向けて作成中である。 

・現在作成中であるため公表されてない。 

・作成されているが公表されてない。 

・現在作成中である。 

・運転業務が主のため、わからない。 

現時点で完成していないので、３月までに完成さ

せて公表します。 

 

 

  

12 

個々のこどもに対

してアセスメント

を適切に行い、こど

もと保護者のニー

ズや課題を客観的

に分析した上で、放

課後等デイサービ

ス計画を作成して

いるか。 

１１   

・アセスメントを行い、利用者と保護者のニーズを

組み込んだものを計画書として作成している。 

・アセスメントを基に支援計画を作成している。 

・アセスメントを基に保護者や利用児童の要望を踏

まえて、児童発達管理責任者が作成している。 

・適切に行われている。 

・アセスメントシートを使用してアセスメントを行

い、子どもと保護者のニーズを聞いた上で計画を

作成している。 

・アセスメントシートを使用し、一人ひとりの全般

の情報を整理したうえで、本人や保護者の要望と

すり合わせながら計画を作成している。 

・児童発達支援管理責任者のもと、アセスメントを

実施、保護者や利用児童の要望を聞きながら、個

別支援計画を作成している。 

アセスメントを行い、利用者と保護者のニーズを

確認した中で、個々に合わせた計画書を作成して

います。 

 



8 

 

13 

放課後等デイサー

ビス計画を作成す

る際には、児童発達

支援管理責任者だ

けでなく、こどもの

支援に関わる職員

が共通理解の下で、

こどもの最善の利

益を考慮した検討

が行われているか。 

１１   

・児童発達支援管理責任者１人の偏った見方での計

画書にならないように、直接処遇者の意見を反映

させている。 

・支援計画は、児童発達管理責任者が作成し、担当

職員にも周知されている。 

・作成は児童発達支援管理責任者が行い、それを基

に会議を実施し職員で意見を出し合っている。 

・十分な検討が行われている。 

・児童発達支援管理者が原案を作成し、それを基に

職員全員が参加して目標策定会議を実施してい

る。 

・事業所職員全員参加の会議を行ったうえで個別支

援計画を作成し、子ども一人ひとりの目指すべき

方向性や支援内容の共通理解を図っている。 

・支援計画作成の際は全職員が参加し、サービス年

間支援目標策定会議を実施している。 

児童発達支援管理責任者だけではなく、直接処遇

者と意見交換をしながら、一人ひとりの利用者に

合わせた計画を立てています。 

 

14 

放課後等デイサー

ビス計画が職員間

に共有され、計画に

沿った支援が行わ

れているか。 

１０ １  

・会議やミーティングを通して職員間に共有されて

いるが、計画に沿っていなければ声を掛けて沿う

ように伝えている。 

・計画に沿って支援している。 

・会議で情報共有をし、支援計画に沿った支援を行

いつつ、その中で楽しみながら取り組めるように

支援しています。 

・共有されている。 

・それぞれの目標を把握しながら支援を行ってい

る。 

・チーム会議やミーティングのなかで、計画に沿っ

た支援が適切に行われているかを確認し、話し合

っている。 

・チーム会議やその都度情報を提示してもらいなが

ら、計画に沿った支援が行えるようにしている。 

・厨房職員なので、支援に関して詳しく分からない。 

計画は支援者間で共有され、計画に沿った支援を

行っています。 
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15 

こどもの適応行動

の状況を、標準化さ

れたツールを用い

たフォーマルなア

セスメントや、日々

の行動観察なども

含むインフォーマ

ルなアセスメント

を使用する等によ

り確認しているか。 

１０ １  

・観察している。 

・アセスメントツールを用いて作成されている。 

・観察している。 

・標準化されたアセスメントシートを使用し、日々

の行動観察も記録し、共有されている。 

・アセスメントシートを使用してアセスメントを行

っている。また、日々の行動観察についても適切

に記録するように心がけている。 

・保護者へは連絡帳を使用し情報共有を行ってい

る。職員間では業務日誌等にて状況を確認してい

る。 

・事業所独自のアセスメントツールを使用し、書類

の作成を行っている。 

・厨房職員なので、支援に関して詳しく分からない。 

支援者間で適応行動の状況を確認し合っていま

す。 

16 

放課後等デイサー

ビス計画には、放課

後等デイサービス

ガイドラインの「放

課後等デイサービ

スの提供すべき支

援」の「本人支援」、

「家族支援」、「移行

支援」並びに「地域

支援・地域連携」の

ねらい及び支援内

容も踏まえながら、

こどもの支援に必

要な項目が適切に

設定され、その上

で、具体的な支援内

容が設定されてい

るか。 

１０ １  

・設定している。 

・ガイドラインを参考にしながら、支援計画を設定

している。 

・ガイドラインを確認しながら、支援内容を設定し

ている。 

・ガイドラインを踏まえて支援内容が設定されてい

る。 

・子どもや保護者のニーズを踏まえ、５領域に沿っ

て支援内容を設定している。 

・アセスメントをとり、本人や保護者のニーズに合

った支援計画を作成している。 

・ガイドラインに沿って、支援計画の内容を設定し

ている。 

・厨房職員なので、支援に関して詳しく分からない。 

利用者一人ひとりに合わせた項目を設定し、具体

的に支援内容を設定しています。 
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17 

活動プログラムの

立案をチームで行

っているか。 

１０ １  

・支援が固定化しないように、複数の職員がチーム

として動いている。 

・基本担当職員が立案しているが、活動に応じてチ

ームで行っている。 

・個別プログラムは担当支援者が、行事に関しては

主担と副担が立案し、それを基にチーム行ってい

る。 

・チームで話し合って行っている。 

・日常のプログラムに関しては、個人で考える事も

あるが、行事等の活動に関しては相談して行って

いる。 

・個別課題は主にケース担当者が立案している。集

団活動については、みんなが楽しめるような内容

を事前に話し合って決めている。 

・個別支援に関しては、各担当者が立てている。行

事に関しては、主担・副担が立案、係り分担をし

て実施している。 

・運転業務が主のため、わからない。 

支援者用のタイムテーブルに、支援内容の項目を

加えながらチームで確認しています。 

18 

活動プログラムが

固定化しないよう

工夫しているか。 

９ ２  

・固定化しないように助言をしている。 

・固定化しないようにしている。 

・固定化しないように工夫している。 

・こどもの様子に合わせ、工夫し行われている。 

・子どもの興味等を把握し、それを踏まえて活動を

考えている。 

・子どもの特性やその日の状況に応じ、本人の意見

を取り入れながら活動内容を決めている。 

・個別支援、集団活動、余暇時間等、本人の要望に

応えながら固定化しないようにしている。 

・運転業務が主のため、わからない。 

・厨房職員なので、支援に関して詳しく分からない。 

支援を振り返り、固定化しないように工夫しなが

ら支援を提供しています。 
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19 

こどもの状況に応

じて、個別活動と集

団活動を適宜組み

合わせて放課後等

デイサービス計画

を作成し、支援が行

われているか。 
１０ １  

・固定化しない支援が行われている。 

・個別活動と集団活動を行っている。 

・特性を考慮し、個別、集団活動を組み合わせなが

ら計画を作成している。 

・こどもの状況、日々の全体の状況を考慮し、適切

に行われている。 

・子どもや保護者のニーズを把握して目標を定めて

計画を作成し、支援を行っている。 

・子どもの特性や状況を踏まえながら、個別活動と

集団活動を組み合わせた計画作成及び支援を行

っている。 

・子どもの状況や特性を考慮しながら、計画を作成

している。 

・厨房職員なので、支援に関して詳しく分からない。 

個別活動では本人中心の課題を提供し、集団活動

では他児を交えた中で、協力し合ったり、相手の

思いを感じられるようにしています。 

 

20 

支援開始前には職

員間で必ず打ち合

わせを行い、その日

行われる支援の内

容や役割分担につ

いて確認し、チーム

で連携して行って

いるか。 

９ １ １ 

・行事に関しては必ず打ち合わせをしている。日々

の支援については、問題行動や気になる姿が見ら

れた児童を中心に行っている。 

・必ずではないが必要に応じて打ち合わせをしてい

る。 

・毎日ミーティングを行い、情報共有をしているが、

送迎の関係で参加出来ない日もある。 

・開始前に声を掛けあい、行われている。 

・ミーティングを行い、確認して支援を行っている。 

・ミーティングで確認するようにしている。 

・毎日のミーティングやタイムテーブルを活用しな

がら、役割分担等確認している。 

・厨房職員なので、支援に関して詳しく分からない。 

ミーティングやタイムテーブル、業務日誌を活用

しながら、支援内容や役割分担について確認し合

っています。 
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21 

支援終了後には、職

員間で必ず打ち合

わせを行い、その日

行われた支援の振

り返りを行い、気付

いた点等を共有し

ているか。 

１０  １ 

・行事終了後には、流れの振り返りを含めて気付い

た点を共有している。日々の支援については、直

接処遇者の立ち位置や、支援の方向性を伝えるよ

うにしている。 

・必ずではないが必要に応じて打ち合わせをしてい

る。 

・終了後は勤務時間の関係で難しい為、翌日のミー

ティングで共有している。 

・ミーティングや業務日誌で共有されている。 

・気になる事や周知事項の伝達は毎日行っているミ

ーティングで行っている。 

・送迎の関係で支援終了後に職員全員で話す時間は

ないため、翌日のミーティングにて振り返りや、

気付いた点等を共有している。 

・翌日になることも有り（送迎関係） 

・ミーティングで、振り返りや気付いた点等情報共

有している。 

ミーティングやチーム会議等を通して、支援の振

り返りや情報共有をしています。 

22 

日々の支援に関し

て記録をとること

を徹底し、支援の検

証・改善につなげて

いるか。 

１１   

・営業日毎の記録を記入し改善に繋げている。 

・業務日誌にその日の活動を記録している。 

・業務日誌に支援内容の他に気になった姿等を記入

している。 

・業務日誌に記録され、改善につながっている。 

・不適切行動に関しても正しく記録を取ることを心

掛け、改善につながるようにしている。 

・業務日誌やサービス提供記録に記録している。 

・毎日業務日誌へ記載し情報共有したり、サービス

提供記録へ記載し支援の内容の振り返りを行う

ようにしている。 

「正しく書く記録」を徹底し、支援の検証や改善

に繋げています。 

23 

定期的にモニタリ

ングを行い、放課後

等デイサービス計

画の見直しの必要

性を判断し、適切な

見直しを行ってい

るか。 

１１   

・定期的に行っている。 

・行っている。 

・モニタリング会議を行っているがその前にチーム

会議を実施し、意見交換を行っている。 

・定期的に見直しが行われている。 

・必要に応じてモニタリングを行い、計画の見直し

を行っている。 

・全職員でモニタリング会議を行っている。 

・モニタリングは全職員で、定期的に行っている。 

モニタリングを行う見直し会議には全支援者が参

画しています。今後も継続しながら個々の支援計

画の見直しを行います。 
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24 

放課後等デイサー

ビスガイドライン

の「４つの基本活

動」を複数組み合わ

せて支援を行って

いるか。 

９ ２  

・組み合わせて行うようにしている。 

・組み合わせて支援している。 

・組み合わせてある支援計画書に沿って支援を行っ

ている。 

・組み合わせた支援が行われている。 

・子どもが主体的参画できる活動の中の、子ども自

身に活動の企画をしてもらうという機会をなか

なか作ることができなかったので、今後作ってい

けるようにしたいと思う。 

・ガイドラインに沿って行っている。 

・基本活動を取り入れながら、個々に合った支援を

行っている。 

・運転業務が主のため、わからない。 

・厨房職員なので、支援に関して詳しく分からない。 

複数組み合わせながら支援を提供しています。 

25 

こどもが自己選択

できるような支援

の工夫がされてい

る等、自己決定をす

る力を育てるため

の支援を行ってい

るか。 

１０ １  

・利用者が自己決定した時には、実行できるように

環境を整えている。 

・活動に応じて選択してもらい支援している。 

・個々の能力に合わせたり、支援者が複数の課題を

提示した中で選択してもらう等の支援を行って

いる。 

・こどもの意見が尊重されている。 

・子どもの能力に合わせて開かれた質問の仕方や、

目で見て分かりやすいようにイラストの中から

選択できるようにしている。 

・支援者が活動を提供するだけではなく、子ども達

が“やりたい”と話した活動を組み込むようにし

ている。 

・自己選択、自己決定出来るように、環境を整えて

いる。 

・運転業務が主のため、わからない。 

利用者が、「何をしたいのか」「どう動きたいのか」

等を自ら考え、安心して行動できる環境を整えて

います。また、自己決定した計画を本人のペース

に合わせながら実行に移せる支援を行っていま

す。 
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関
係
機
関
や
保
護
者
と
の
連
携 

26 

障害児相談支援事

業所のサービス担

当者会議や関係機

関との会議に、その

こどもの状況をよ

く理解した者が参

画しているか。 
８ ２ １ 

・学校での会議参加、相談支援事業所の方とは電話

にて情報共有をしている。 

・児童発達支援管理責任者が参画している。 

・児童発達支援管理責任者が行っている。ミーティ

ングで情報共有している。 

・今年度はサービス担当者会議が行われていない

が、養護学校で行われた教育支援検討会議に児童

発達支援管理責任者が参加し、対象児童について

共通理解を持って支援できるようにしている。 

・会議には主に児童発達支援管理責任者が参画して

いる。 

・機会があれば、児童発達支援管理責任者が参画し

ている。 

・厨房職員なので、支援に関して詳しく分からない。 

主に児童発達支援管理責任者が参画しているの

で、会議の内容は支援者間で共有しています。 

27 

地域の保健、医療

（主治医や協力医

療機関等）、障害福

祉、保育、教育等の

関係機関と連携し

て支援を行う体制

を整えているか。 

１０ １  

・体制を整えている。 

・養護学校と連携を図り支援している。 

・定期受診等の処方箋や情報等は保護者を通して情

報を得ている。 

・支援体制が整えられている。 

・主治医からの情報等、保護者を通して提供しても

らいながら、支援に繋げている。 

・主治医の意見書等については、保護者を通して情

報等を伝えてもらっている。 

・連携して支援を行う体制は整っている。 

・運転業務が主のため、わからない。 

体制を整えています。 

28 

学校との情報共有

（年間計画・行事予

定等の交換、こども

の下校時刻の確認

等）、連絡調整（送

迎時の対応、トラブ

ル発生時の連絡）を

適切に行っている

か。 

１０ １  

・小学生 4 年生を対象とした小学部教育支援検討会

議に参加し、情報共有に努めている。また、年間

計画や行事予定等の連絡調整は紙面を用いて共

有している。 

・養護学校と連絡と取り合っている。 

・下校時に学校の先生と連携をしている。 

・適切に行われている。 

・下校時等に情報交換を行っている。 

・学校とは下校時等に情報共有を行っている。 

・下校時や電話連絡等を行い、学校との情報共有を

行うようにしている。 

・運転業務が主のため、わからない。 

その日の様子は下校時に教諭と連携しています。

今後も気になる姿があった場合は、学校と情報交

換をしながら支援に繋げていきます。 
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29 

修学前に利用して

いた保育所や幼稚

園、認定こども園、

児童発達支援事業

所等との間で情報

共有と相互理解に

努めているか。 ５ ３ ２ 

・今年度は新規利用者がいなかったため行っていな

いが、利用者がいる場合は行うようにしている。 

・今年度はないが、いつでも行える体制をとってい

る。 

・今年度は対象児童がいなかったが、該当する児童

がいれば情報共有等を行う体制を整えている。 

・情報共有と相互理解ができるよう努めている。 

・今年度は対象児童がいないが、いれば情報共有等

行う事ができる体勢を整えている。 

・相談支援事業所との間で情報共有を行っている。 

・必要に応じて、情報共有をしている。 

・運転業務が主のため、わからない。 

・厨房職員なので、支援に関して詳しく分からない。 

今年度は対象児童がいませんが、いた場合には情

報共有と相互理解に努めるようにします。 

 

30 

学校を卒業し、放課

後等デイサービス

から障害福祉サー

ビス事業所等へ移

行する場合、それま

での支援内容等の

情報を提供する等

しているか。 

１０ １  

・相談支援事業者を通して情報を提供している。ま

た、移行先から問い合わせがあった時には提供で

きる体制を整えている。 

・行っている。 

・相談支援事業所を通して情報共有を行っている。 

・相談支援事業所職員を通して伝えている。 

・相談支援事業所を通して行っている。 

・相談支援事業所を通して情報提供を行っている。 

・相談支援事業所を通して、情報共有している。 

・厨房職員なので、支援に関して詳しく分からない。 

情報提供できる体制を整えています。 
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31 

地域の児童発達支

援センターとの連

携を図り、必要等に

応じてスーパーバ

イズや助言や研修

を受ける機会を設

けているか。 

１０ １  

・当事業所が児童発達支援センターでもあるので、

所長がスーパーバイザーとしての助言を保護者

に向けて行っている。 

・所長からスーパーバイザーとして必要に応じて助

言してもらっている。 

・所長がスーパーバイザーとして助言を行ってい

る。 

・所長がスーパーバイザーとして行っている。 

・今年度、研修等は行っていないが、連携を図って

情報共有等行っている。 

・地域の児童発達支援センターと連携を図っていな

い。 

・あーるど、ラ・シュシュ、マルベリー等と情報共

有または交換 

・研修に参加したり、復命書にて職員間で情報共有

できる環境は整っている。 

当事業所が児童発達支援センターでもあるので、

スーパーバイザーとしての助言を行っています。 

32 

放課後児童クラブ

や児童館との交流

や、地域の他のこど

もと活動する機会

があるか。 

１１   

・サクランボや栗拾い交流会を通して、地域の学校

の児童と活動する機会を設定している。 

・さくらんぼ交流会や栗拾い交流会で地域の学校等

と交流事業を行っている。 

・交流事業として、さくらんぼ狩りと栗拾い交流会

を実施している。 

・さくらんぼ狩りや栗拾いを通して交流している。 

・さくらんぼ狩りや栗拾い交流会を通して、一緒に

活動する機会を設けている。 

・サクランボ狩りや栗拾いを通して近隣の小学校と

の交流を行っている。 

・保育園やこども園、小学校との交流 

・サクランボ狩りや栗拾い等の交流事業を通して、

地域の保育施設や小学校との交流をしている。 

今年度も地域の保育園やこども園、小学校との交

流会（さくらんぼ交流会・栗拾い交流会）を実施

しました。今後も新規の事業所を招待しながら交

流できる活動を計画していきます。 
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33 

（自立支援）協議会

等へ積極的に参加

しているか。 

１０ １  

・代表者が参加している。 

・適した者が参加している。 

・代表者が参加している。 

・OJT を受けている職員が参加している。 

・参加している。 

・日程が合えば参加し、その際は情報を職員間で共

有している。 

・厨房職員なので、支援に関して詳しく分からない。 

代表者が参加し、その内容を支援者間で共有して

います。 

34 

日頃からこどもの

状況を保護者と伝

え合い、こどもの発

達の状況や課題に

ついて共通理解を

持っているか。 

１１   

・支援者側から利用者の日々の姿や気になる行動を

伝えながら、保護者から家庭での様子や困りごと

を聞くように心がけている。また、支援に組み込

めるものは即対応するように心がけている。 

・連絡帳等で普段の様子を伝えている。 

・情報共有を大事にしながら、状況や課題について

共通理解を図っている。 

・連絡帳を用いたり、送迎時に伝えたりしている。 

・共通理解が図れるよう、連絡帳を介したり、直接

会った時に小さな事でも伝えるようにしている。 

・送迎時や連絡帳を介して状況を伝え、情報を共有

している。 

・連絡帳を通したり、送迎時には直接話をする等、

情報共有出来るよう心掛けている。 

今後も、保護者と丁寧な対応を心掛けながら共通

理解を図っていきます。 

35 

家族の対応力の向

上を図る観点から、

家族に対して家族

支援プログラム（ペ

アレント・トレーニ

ング等）や家族等の

参加できる研修の

機会や情報提供を

行っているか。 

１１   

・保護者会のグループ討議内での情報提供や、送迎

時等、保護者と顔を合わせた時に保護者が無理な

く行える対応の仕方等の情報提供をしている。 

・保護者会を行っている。 

・保護者会、ファミリー研修会でグループ討議会の

場を設定している。 

・ファミリー研修会や保護者会等で情報提供を行っ

ている。 

・保護者会やファミリー研修会で保護者向けの研修

会を行っている。 

・連絡帳等、または定期的に開かれている保護者会

に参加していただき情報提供をしている。 

・相談があった際には、その都度対処方法等を助言

できる環境となっている。 

保護者が参加できる研修会を開催したり、保護者

同士で話し合いができる場を設けながら、柔軟に

対応できる力がつくようにしています。また、保

護者の悩みや相談には、その都度対応しています。 
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へ
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明
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36 

運営規定、支援プロ

グラム、利用者負担

等について丁寧な

説明を行っている

か。 

９ １ １ 

・今年度は制度改正により利用料が変わりましたの

で、５月の保護者会で書面を用いて保護者へ説明

しています。また、保護者会に参加出来なかった

保護者に対しては、書面で伝えている。支援プロ

グラムについては、現在作成中なので、３月迄に

完成させる。 

・契約時に説明している。 

・運営規定と利用者負担に関しては、丁寧に説明を

している。支援プログラムについては作成中であ

る。 

・説明を行っている。 

・契約時や問い合わせがあった場合は、児童発達支

援管理責任者が丁寧な説明を行っている。 

・契約時には重要事項説明書を基に説明を行ってい

る。 

・契約時や必要に応じて説明している。 

今後も丁寧な説明をしていきます。（支援プログラ

ムは３月中に完成させます） 

37 

放課後等デイサー

ビス提供を作成す

る際には、こどもや

保護者の意思の尊

重、こどもの最善の

利益の優先考慮の

観点を踏まえて、こ

どもや家族の意向

を確認する機会を

設けているか。 

１１   

・利用者や保護者の意志を尊重しながら作成するた

めに、利用者や保護者の意向を確認している。 

・支援計画を作成するにあたり、保護者の意向やこ

どもの意志を確認している。 

・保護者や利用者の意向を確認している。 

・こどもや家族の意向が確認されている。 

・計画を作成する前に子どもや保護者のニーズ確認

し、その子に合わせてスモールステップで目標を

達成していけるように計画を作成している。 

・アセスメントシートを使用し、一人ひとりの全般

の情報を整理したうえで、本人や保護者の要望と

すり合わせながら計画を作成している。 

・計画作成時に内容を説明し、確認した上でサイン

を頂いている。 

計画を作成する前に、必ず利用者及び保護者のニ

ーズを確認した上で優先順位を決めています。 
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38 

「放課後等デイサ

ービス計画」を示し

ながら支援内容の

説明を行い、保護者

から放課後等デイ

サービス計画の同

意を得ているか。 

１１   

・丁寧に説明した上で、同意を得ている。 

・説明を行い、同意を得ている。 

・丁寧に説明をし、同意を得ている。 

・同意を得ている。 

・丁寧に説明している。 

・作成した計画書については、丁寧に説明をし、同

意した上で署名をいただいている。 

・毎月サービス提供記録を作成し保護者へ提供、確

認し捺印を頂いている。 

計画を示しながら丁寧に説明をし、同意していた

だけたら保護者から署名をいただいています。 

 

39 

家族等からの子育

ての悩み等に対す

る相談に適切に応

じ、面談や必要な助

言と支援を行って

いるか。 １１   

・即対応を心掛け、対応にあたっている。 

・相談があった際には、上司に報告して助言をして

いる。 

・定期的に保護者に相談事の有無を確認し相談を受

けた際には迅速かつ丁寧に対応している。 

・必要に応じて行われている。 

・連絡帳を介したり、送迎時や直接面談を行いなが

ら悩み等を聞いている。 

・随時行っている。 

・定期的に子育てについての悩みを確認しながら、

その都度対応している。 

子育てに関する悩み等は、その都度丁寧な対応を

心掛けています。今後も丁寧かつ迅速な対応を心

掛けます。 

 

40 

父母の会の活動を

支援することや、保

護者会等を開催す

る等により、保護者

同士で交流する機

会を設ける等の支

援をしているか。ま

た、きょうだい同士

で交流する機会を

設ける等の支援を

しているか。 

１１   

・保護者会や保護者参加型の行事を通して、保護者

同士で交流する場の提供をしている。同様にきょ

うだい同士で交流する場ともしている。 

・今年度４回の保護者会を実施している。 

・保護者会を実施し、子育ての悩み等をグループ毎

に話し合える場を設けた。 

・保護者会を通して行っている。 

・保護者会を開催したり、保護者や祖父母、きょう

だいが参加できる親子バス遠足を実施し、交流で

きる機会を設けている。 

・父母の会は無いが、保護者会は定期的に行ってい

る。兄弟同士での交流は交流行事を通して機会を

設けている。 

・保護者会や親子遠足、奉仕活動を開催することで、

関わる機会を設けている。 

今年度は保護者会を３回開催しています。今後も

保護者会を開催しながら保護者同士の連携や情報

交換ができる機会を設けていきます。また、行事

にきょうだいの参加を募りながら、きょうだい同

士で交流する機会を設けています。 
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41 

こどもや保護者か

らの苦情について、

対応の体制を整備

するとともに、こど

もや保護者に周知

し、苦情があった場

合に迅速かつ適切

に対応しているか。 

１１   

・苦情には至っていない。もし、苦情があった場合

にはマニュアルを基に即対応する。 

・苦情があった際には、上司に報告して対応する体

制が出来ている。 

・玄関に意見箱を設置しているほかに苦情受付窓口

が設定され、対応できる体制を整えている。 

・すぐに対応できるようにしている。 

・苦情はないが、あった場合は迅速に対応できる体

制を整えている。 

・苦情があった際には、すぐ対応できる環境となっ

ている。 

・窓口を設定し、苦情があった場合はすぐに対応が

出来る環境を整えている。 

事業所の玄関に意見箱を設置しています。実際に

苦情に繋がる事案はありませんでしたが、利用者

や保護者には丁寧な説明を心掛けます。 

 

42 

定期的に通信等を

発行することや、

HP、SNS 等を活用

することにより、活

動概要や行事予定、

連絡体制等の情報

をこどもや保護者

に対して発信して

いるか。 

１１   

・広報誌として発行している。 

・毎年１回、広報誌を発行している。 

・年に１回組合の広報誌を発行し、保護者や関係機

関に配布している。 

・定期的に広報誌が発行されている。HP から概要

を見る事ができる。 

・今年度はこれから広報誌が配布される予定となっ

ている。また、行事によって、連絡帳に子どもの

写真をつけ、活動の様子を伝えている。 

・年初めに広報誌を発行し、どのような活動をして

いたのか、どのような行事を控えているのか等を

発信している。 

・年一回、会報を発行している。行事等については、

毎月の利用予定表に記載している。 

当組合の広報誌を発行し、保護者や関係機関に配

布しています。また、活動概要や行事、連絡事項

等は、月毎の予定表を通して発信しています。広

報誌の発行回数に関しては増やす方向で検討して

います。 
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43 

個人情報の取扱い

に十分留意してい

るか。 

１１   

・事業所を出た時点で個人情報を口にしない等、個

人情報に関しては十分に留意しながら仕事をし

ている。 

・十分留意している。 

・十分に注意している。 

・個人情報が保護されるよう常に配慮している。 

・個人情報を取り扱う仕事は事業所内で行ってい

る。 

・個人情報については十分留意されている。 

・個人情報が記載された書類はシュレッダーにかけ

る等、特に気を付けている。 

個人情報は十分留意しながら管理しています。 

  

44 

障害のあるこども

や保護者との意思

の疎通や情報伝達

のための配慮をし

ているか。 

１１   

・相手に合わせて言葉を砕いたり、イラストや写真

を用いて伝わるための配慮をしている。 

・配慮がされている。 

・利用者にわかりやすい言葉で声掛けをすることを

心掛けている。 

・個々に合わせた配慮を行っている。 

・専門用語等使用せず、分かりやすい言葉で伝える

ように心掛けている。 

・特性を考慮したうえで対応をしている。 

・個々の特性や性格を配慮しながら、関わる事を心

掛けている。保護者に対しても、丁寧な言葉での

関わりを心掛けている。 

利用者に寄り添った形で意思の疎通や情報伝達に

努めながら、保護者に対しても丁寧な対応を心掛

けています。 

45 

事業所の行事に地

域住民を招待する

等、地域に開かれた

事業運営を図って

いるか。 

７ １ ３ 

・保護者参加型の行事は行っているが、地域住民を

招待するまでには至っていない。 

・さくらんぼ交流会や栗拾い交流会で地域の学校等

と交流事業を行っている。 

・今年度は行っていない。 

・地域の保育園等を招待し、交流情事を行っている。 

・さくらんぼ狩りや栗拾い等、地域の保育園やこど

も園に声を掛けて招待している。 

・地域のこども園や小学校を招待し、さくらんぼ狩

りや栗拾い等の行事を行っている。 

・コロナ禍により大事をとって招待していない。 

・交流会やクリスマス会等へ招待する等している。 

・運転業務が主のため、わからない。 

支援者間で意見を出し合いながら、よりよい形で

地域住民を招待できるような行事や活動を検討し

ていきます。 
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非
常
時
の
対
応 

46 

事故防止マニュア

ル、緊急時対応マニ

ュアル、防犯マニュ

アル、感染症対応マ

ニュアル等を策定

し、職員や家族等ｎ

周知するとともに、

発生を想定した訓

練を実施している

か。 

１１   

・マニュアルに関しては、保護者会を通して保護者

に周知している。また、発生を想定した研修を実

施した。 

・実施されている。 

・マニュアルが作成され、訓練を実施しているもの

もある。 

・マニュアルがあり、訓練も行われている。 

・各種マニュアルを策定し、周知されている。また、

不審者対応訓練等、発生を想定した訓練も行って

いる。 

・各種マニュアルを策定し周知している。訓練につ

いては総合防災訓練や消火訓練、放送訓練、不審

者対応訓練などを行っている。 

・各種マニュアルを策定し、職員間では周知され訓

練を実施している。保護者へは契約時や保護者会

で説明し、周知している。 

各マニュアルを再確認しながら、緊急時や防犯、

感染症に対して適切な対応ができるようにしてい

ます。 

47 

業 務 継 続 計 画

（BCP）を策定する

とともに、非常災害

の発生に備え、定期

的に避難、救出その

他必要な訓練を行

っているか。 
１１   

・定期的に訓練を行っている。 

・年２回の総合防災訓練が行われている。 

・職員による消火訓練や、総合防災訓練を実施して

いる。 

・毎月避難訓練が行われ、職員は消火訓練も行って

いる。 

・業務継続計画は作成されており、避難訓練や消火

訓練など、定期的に行っている。 

・策定されている。 

・災害に備えての防災教育の実施や、年二回の総合

防災訓練、職員は毎月の消火訓練や、年一回の不

審者対応訓練等を行っている。 

支援者による消火訓練を毎月実施、災害を想定し

た総合防災訓練を利用者と一緒に年に２回実施し

ています。今後も安全に避難誘導を行う為に、障

がい特性の理解や個々の性格についても支援者間

で共有しながら、連携を取っています。 
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48 

事前に、服薬や予防

接種、てんかん発作

等のこどもの状況

を確認しているか。 

１１   

・利用前や利用が始まってからの服薬状況や発作等

は、漏れのないように詳しく状況を確認してい

る。また、予防接種（インフルエンザ等）につい

ても確認するようにしている。 

・契約時に確認している。 

・契約時に確認し、家庭調査票に記入してもらって

いる。 

・契約時に確認が行われている。 

・年度初めに確認し、定期通院後の状況確認も行っ

ている。 

・投薬についての処方箋をコピーさせていただいて

いる。 

・契約時や必要に応じて、保護者へその都度確認し

ている。 

契約時、または利用中であっても服薬を開始する

際には保護者から詳しく情報を確認しています。

また、予防接種に関しては 1 年毎に確認していま

す。 

49 

食物アレルギーの

あるこどもについ

て、医師の指示書に

基づく対応がされ

ているか。 

１０ １  

・保護者からアレルギー検査表を頂き、バナナとピ

ーナッツアレルギーがあった事が分かった。栄養

士に情報提供をしている。 

・アレルギーのある子に対応している。 

・職員で把握し、厨房職員と連携を取りながら対応

している。 

・指示書に基づき対応している。 

・医師の指示書を基におやつを提供している。 

・除去食を提供している。 

・厨房、現場スタッフ間で連携をとりながら対応し

ている。 

・食材にアレルギー成分が含まれているかを事前に

栄養士と確認し、調理を進めています。 

・病院での検査結果を基に、職員全体で把握し栄養

士や厨房職員と連携しながら、慎重に対応してい

る。 

・運転業務が主のため、わからない。 

食物アレルギーについては、支援者全体で把握し、

栄養士や調理員と連携しながら進めています。今

後もアレルギーについては定期的に保護者と情報

交換をしながら適切な対応に努めます。 
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50 

安全計画を作成し、

安全管理に必要な

研修や訓練、その他

必要な措置を講じ

る等、安全管理が十

分された中で支援

が行われているか。 

１１   

・安全管理が十分された中で支援をしている。 

・安全計画が作成され実施している。 

・安全計画を作成し、講師を招いた研修を行った。 

・安全計画を作成し行っている。 

・安全計画を作成し、計画に沿って子ども、職員に

対する交通安全指導や職員に対して自然災害指

導を行っている。また、遊具の点検等も行われ、

安全に配慮しながら支援を行っている。 

・安全計画は作成されている。また、用途に応じて

対応をしている。 

・研修や訓練を実施、支援が行われている。 

安全計画を作成し、必要な訓練に参加しています。

今後も安全の確保に十分留意しながら支援を行っ

ていきます。 

51 

こどもの安全確保

に関して、家族等と

の連携が図られる

よう、安全計画に基

づく取組内容につ

いて、家族等へ周知

しているか。 
１１   

・５月の保護者会の際に、周知してもらえるよう安

全計画の説明をした。 

・保護者会で周知している。 

・保護者会で説明したが、参加していない保護者に

関しては会議内容の報告書を配布している。 

・保護者会で伝えている。 

・保護者会で資料を基に保護者へ周知している。ま

た、保護者会へ参加できなかった方に関しては、

報告書とともに安全計画について伝えている。 

・保護者会や文書等にて周知している。 

・緊急連絡先等を確認しながら、家族へ周知してい

る。 

保護者会にて安全計画についての説明をしまし

た。また、参加できなかった方には報告書として

書面を渡す事で周知してもらう形をとっていま

す。 

 

52 

ヒヤリハットを事

業所内で共有し、再

発防止に向けた方

策について検討を

しているか。 

１１   

・事業所内で共有し、再発防止に向けた方策を検討

している。 

・ヒヤリハットを作成し周知している。 

・ヒヤリハット報告書を作成、職員間で共有しつつ、

定期的に振り返り再発防止に繋げている。 

・ヒヤリハットが共有され、再発防止に努めている。 

・ヒヤリハットがあった際は、様式に沿って記載し、

職員全員で再発防止に向けて取り組んでいる。 

・職員全員で情報を共有し、再発防止に努めている。 

・ヒヤリハットが発生した際は、報告書を作成し職

員全体で情報共有している。 

定期的にヒヤリハットを振り返りながら、日々の

支援や再発防止に繋げています。 
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53 

虐待を防止するた

め、職員の研修会を

確保する等、適切な

対応をしているか。 

１１   

・虐待を防止するため、セルフチェックリストを使

って自分自身を振り返っている。また、虐待防止

委員会への参加で、研修する機会を確保してい

る。 

・虐待防止のチェックリストを行っている。 

・職員会議で虐待防止について確認し合うほか、障

害者虐待防止職員セルフチェックリストを活用

している。 

・チェックリストで自分の対応を見直すと共に集計

結果を見て改善点を考えていく事ができる。 

・虐待防止の為、職員全員がセルフチェックリスト

で自身の状態を把握できる機会を設けている。 

・虐待防止委員会を設置している。また、虐待防止

に関して定期的に外部研修へ参加したり内部研

修を行っている。 

・虐待防止委員会を設置している。セルフチェック

リストを実施したり、職員会議で研修を行ってい

る。 

４月の職員会議にて虐待防止についての話を取り

上げ、支援者間で確認し合いました。また、１２

月には、障害者虐待防止職員セルフチェックシー

トを活用して再確認をしています。今後も虐待を

しない・させない環境を整えていきます。 

54 

どのような場合に

やむを得ず身体拘

束を行うかについ

て、組織的に決定

し、こどもや保護者

に事前に十分に説

明し了解を得た上

で、放課後等デイサ

ービス計画に記載

しているか。 

１０ １  

・現在、身体拘束を必要とする利用者がいない為記

載している利用者はいないが、必要とする場合は

組織的に決定した上で計画に記載する事として

いる。 

・記載されている。 

・現在は対象児童がいない。 

・現在対象児童はいないが、必要とする児童が入所

した際には対応できるようになっている。 

・今年度は対象児童がいない為、行っていないが、

行う場合の体制は整えている。 

・現在は対象となる児童がいない。 

・現在は該当となる児童はいないが、いる場合は対

応できる体制は整っている。 

現在、対象者はいません。今後、対象となる利用

者がいる場合には、切迫性、非代替性、一時的な

ものかを組織的に決定しながら丁寧に対応しま

す。 


